










　総務省統計局⑴の人口推計では 2016 年９月１日現在で，日本の人口は１億 2690 万人で前年同月
に比べ 16 万人減少している。一方で 65 才以上の高齢者人口は 3454 万人で総人口に占める割合は
27.2％となり，高齢者の人口，総人口に占める割合は過去最高となった。前年⑵（3379 万人 26.6％）
と比較し 75 万人，0.6 ポイント増と大きく増加しており，今後も増加傾向は続くとされている。また，
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は 10 回で，参加者は 40 代後半から 80 代前半の女性６名，男性１名の合計７名であった。それぞ




















































うつテスト）と改定 PGC モラール・スケール（生活満足度テスト）を実施している。GDS 短縮版





表 12 と表 13 の通りである。なお，F は参加後の実施が終了２ヶ月後となったため，参加前の結果
も含めて参考値とし，平均には反映させていない。
　抑うつ傾向については参加前の平均が 2.0 点だったのに対して，参加後は 1.5 点に肯定的変化が
見られた。これは G の得点が８点から２点に変化している影響が大きく，参加者別に見ると G を
含めて肯定的変化が２名，否定的変化が３名であった。



























A 1 13 4 4 5
B 1 10 2 3 5
C 1 15 4 5 6
D 2 14 6 3 5
E 1 15 6 3 6
F （9） （3） （0） （1） （2）
G 8 5 1 1 3









A 2 16 6 5 5
B 1 14 4 5 5
C 1 14 4 5 5
D 1 16 5 5 6
E 2 15 5 4 6
F （11） （2） （0） （0） （2）
G 2 5 1 1 3


























































　　The purpose of this report is to discuss the significance of experience to a psychotherapy 
aiming for mental health promotion, which was held at an extension course of Center for 
University Extension. Seven participants experienced psychotherapy aiming for health promotion. 
Analyzed participants’ Impression reports, score of Depression Scale and Morale Scale, it showed 
an Improvement in participants’ depression tendency and morale. It is assumed that this improve 
was caused by their various notice which is brought from experience of psychotherapy based on 
the communication among participants.
